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在宅療養者の褥瘡有症率と関連する特性について

全国の訪問看護ステーション利用者の調査から

金川 克子 斉藤恵美子 田高 悦子

金子あけみ 小林 奈美

目的　全国の訪問看護ステーションを対象に，在宅療養者の1995年10月1日現在の褥瘡の有症率

を調査した。

方法　「全国訪問看護ステーション名簿」（財団法人日本訪問看護振興財団編，1995年8月）に掲

載されている1995年9月現在の全国の訪問看護ステーション934ヵ所を対象に自記式質問紙

の郵送法にて調査を行った。

成績　(1)　934ヵ所の調査対象のうち，回答が得られた620ヵ所（回収率66.4％）の訪問看護ステ

ーションの利用対象者23,500人について分析を行った。

　(2)　対象者23,500人名中3,441人に褥瘡がみられ，全体の有症率は14.6％であった。また，

65歳以上の高齢者21,020人中では，3,177人に褥瘡がみられ，高齢者の有症率は15.1％であっ

た。

　(3)　訪問看護ステーションの所在地別の褥瘡有症率は，4.8～24.1％と地域差がみられ，比

較的，温暖な気候の九州，沖縄地域では低い傾向があった。

　(4)　褥瘡あり群となし群でみると，褥瘡あり群では脳血管疾患，痴呆・アルツハイマー，

泌尿器系疾患，老衰の者が有意に褥瘡が多くみられた。また，なし群では高血圧性疾患，虚

血性心疾患，慢性呼吸器疾患，精神疾患の者が有意に多くみられた。

　(5)　3,441人にみられた褥瘡の総数は，5,158であり，1人平均の褥瘡数は1.6であった。深

度では，深度Ⅰ，Ⅱがほぼ40％前後でみられ，発生部位では仙骨部がほぼ半数と最も多く，

次いで大転子部，踵部，臀部であった。

結論　今後さらに在宅療養者の増加が予測されており，褥瘡の早期発見と予防的介入の効果を測

定の指標の一つとして，より詳細な調査が必要である。
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